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1. 낱말 맞추기의 빈칸 (a), (b)에 들어갈 글자로 알맞은 것은? [1점]

ネ

カ ク

メ タ

(a) ジ オ ホ ー ム ス テ (b)

(a) (b) (a) (b) (a) (b)

① ラ ノ ② ラ イ ③ ヲ イ

④ フ ノ ⑤ フ チ

2. 각 문장에서, 밑줄 친 부분의 한자 읽기가 서로 같은 것만을 

있는 대로 고른 것은?

a. 私に 遠慮しないで 旅行に 行って 来て ください。

b. 昨日 日本語の 授業で 住所の 書き方を 習いました。

c. 自分の 都合で 信号を 守らないのは よく ないです。

① a ② b ③ a, c ④ b, c ⑤ a, b, c

3. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

部屋の 電気を  (a)   まま、家を 出て きた ことに 気が  (b)  。

(a) (b) (a) (b)

① つけた ついた ② いれた いれた

③ つけた いれた ④ いれた つけた

⑤ ついた ついた

4. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

<보 기>

a. ほとんど

c. まっすぐ

b. まだまだ

d. じゅうぶん

① a, b ② a, d ③ b, c ④ b, d ⑤ c, d

5. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

A : この うどんの 味は どう？

B : ちょっと         んじゃ ない？

A : もっと          色の 方が にあうと 思うけど。

B : そう？

① うすい ② からい ③ あかるい

④ あたたかい ⑤ うつくしい

6. 밑줄 친 ‘これ’에 해당하는 그림은? [1점]

これは お正月に 玄関の 前に 立てられる ものです。日本で

は 木に 神さまが おりて くると 考えられて いる ことから、

お正月の 朝、年の 神さまを 家に 迎える ために 飾ります。

*飾
かざ

る : 장식하다

① ② ③ ④ ⑤

7. 글의 내용과 일치하는 것은?

日本語と 韓国語は にて いるようで にて いません。日本語

でも 韓国語でも「ここ」「そこ」「あそこ」を 使いますが、その 

使い方には 違いが あります。たとえば、日本語では タクシー

を 降りる とき、降りようと する ところが 近ければ「ここ」、

遠ければ「あそこ」、その 間であれば「そこ」を 使います。ま

た、「お出かけですか」と 聞かれた とき、「ちょっと そこまで」

と 答えるのを よく 耳に します。しかし、韓国語では どちらも

「そこ」は 使いません。この ように、日本語と 韓国語の「そこ」は 

表す 範囲が 違います。

*表
あらわ

す : 나타내다  *範
はん

囲
い

: 범위

①「そこ」が 表す 範囲は 日本語と 韓国語が 同じだ。

② 韓国語では「お出かけですか」と 聞かれた とき「そこ」を 使う。

③ 日本語と 韓国語は「ここ」「そこ」「あそこ」の 使い方に 違いが 

ない。

④ 日本語では タクシーを 降りたい ところが 遠ければ「ここ」を 

使う。

⑤ 韓国語では タクシーを 降りたい ところを 言う とき「そこ」は 

使わない。

제5교시

1

성명 수험 번호

もう だめだ。

つかれて 勉強できないよ。

ゆうべ、外が うるさくて

 寝られなかったんだ。

どうしたの？
10:12

けんた

10:10

けんた

10:13
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8. 일본인의 젓가락 사용에 관한 글이다. 글의 내용으로 알 수 

없는 것은? [1점]

日本では 食事の 時、ふつう はしを よこに して おきます。

また、はしの 使い方にも いろいろ マナーが あります。まず、

食べ物を はしから はしへ わたしたり しては いけません。

そして、ご飯に はしを 立てる ことは 死んだ 人への ご飯を 

意味するから、やめた 方が いいです。それから、一つの 料理

を 何人かで いっしょに 食べる 時、はしを 逆さに して 自分

の さらに 料理を とって いる 人が 多いですが、本当は 取り箸

を 使うのが 正しいです。

*マナー : 매너  *逆
さか

さに : 거꾸로  *取
と

り箸
ばし

: 공용 젓가락

① 젓가락을 놓을 때 보통 가로로 놓는다.

② 공용 젓가락을 사용하는 사람이 줄어들고 있다.

③ 젓가락에서 젓가락으로 음식을 건네서는 안 된다.

④ 밥에 젓가락을 꽂으면 죽은 사람에게 올리는 밥을 의미한다.

⑤ 젓가락을 거꾸로 해서 음식을 더는 것은 올바른 매너가 아니다.

9. ‘花
はな

火
び

大会
たいかい

(불꽃축제)’에 관한 글이다. 글의 내용으로 알 수 있는 

것은?

日本の 夏と いえば 花火大会は なく

ては ならない ものです。これは 7月

から 8月に かけて 開かれます。花火

を 楽しむ ために、多くの 人たちが 

ゆかたを 着て 町に 出かけます。食べ

物や 飲み物などを 売る 屋台が たくさん 並び、花火大会を 

もっと もりあげて くれます。東京の 隅
すみ

田
だ

川
がわ

花火大会は 日本で 

一番 大きくて テレビでも 見られます。

*屋
や

台
たい

: 포장마차  *もりあげる : (분위기를) 띄우다 

① 花火大会は 7月にしか 開かれない。

② 隅田川花火大会は 大阪で 開かれる。

③ 花火大会は テレビでは 見られない。

④ 花火大会が 開かれる ところには 屋台が 多い。

⑤ 花火を 見に 出かける 人は ゆかたを 着なければ ならない。

10. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로 

고른 것은?

佐藤 : 先日 いただいた パン、とても おいしかったです。

小野 : そうですか。お口に 合って よかったです。

佐藤 : 小野さん、お店を 出しても いいんじゃ ないですか。

小野 : いえいえ、 よ。

しゅみで やってるだけですから。

<보 기>

a. とんでもないです

c. それほどでも ありません

b. そんな こと ないです

① a ② b ③ a, c ④ b, c ⑤ a, b, c

11. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

① おさきに ② おはよう ③ おやすみ

④ おだいじに ⑤ おめでとう

12. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

A : 名前は 漢字で 書かなくても いいですか。

B : いいえ、漢字で 。

<보 기>

a. 書いて ください

c. 書かなくても かまいません

b. 書かなければ なりません

d. 書かなくても けっこうです

① a, b ② a, c ③ a, d ④ b, c ⑤ c, d

13. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

A : 先週 おきなわへ 行って 来たんだけど、むすこが 急に ねつ

を 出しちゃって……。

B : ほんとう？ たいへんだったね。

じゃ、海にも 行けなかったの？

A : ええ、そうなのよ。

B : あら、 。

① それは いいね ② こちらこそ よろしく

③ きっと うまく いくわよ ④ それは ざんねんだったね

⑤ はやく げんきに なってね

14. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

① おかえりですか ② おかわりですか

③ おかわりありませんか ④ おかえりに なりますか

⑤ おかわり いかがですか

おひさしぶりです。ご家族の 

みなさんは 。 ええ、おかげさまで

みんな 元気です。

先に 寝るね。

。
うん、 。

이 문제지에 관한 저작권은 한국교육과정평가원에 있습니다.



제2외국어/한문영역 3(일본어Ⅰ)

27
36

15. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

A : いらっしゃいませ。お決まりですか。

B : この 店は 何が うまいですか。

A : ええと、そうですね。

ぎゅうどんが 一番 おいしいですかね。

B : じゃ、 。

A : はい、少々 お待ちください。

<보 기>

a. それに します

c. それ おねがいします

b. それ あげますか

d. それ お持ちしましょうか

① a, b ② a, c ③ a, d ④ b, c ⑤ b, d

16. 포스터가 나타내는 의미로 가장 알맞은 것은? [1점]

① 環境を まもらなければ ならない。

② いっしょに 楽しく 歌いましょう。

③ きれいな ことばで 話しましょう。

④ まわりと 同じで なくては いけない。

⑤ 国や 文化が 違っても みんな 友だち

に なろう。

17. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은? 

A : ああ、よかった。電車で 来たから、

ちょうど (a) わね。

B : そうね。車だったら   (b)   ね。

A : そうだよね。

(a) (b)

① おくれる おくれる ところだ

② 間に合う 間に合う ことだ

③ 間に合う 間に合う ところだ

④ 間に合った おくれた ことだった

⑤ 間に合った おくれる ところだった

18. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

ゆき･みか : いただきます。

みか : あ、ゆきちゃん、なっとう 食べられる？

ゆき : 。

みか : 私 ちょっと にがてで……。よかったら 食べて。

① うん、すてきだよ ② ううん、へただよ

③ うん、へいきだよ ④ ううん、じゃまだよ

⑤ うん、じょうずだよ

19. 글의 내용으로 알 수 있는 것은?

私は 先月、日本語の 勉強の ために 日

本へ 来た。家から 学校までは 歩いて 

50分も かかったので、バスで 通って い

た。毎日 バスで 通うのは 大変だった。

学生たちの 多くは 自転車で 学校に 通っ

て いた。自転車に 乗れなかった 私は、日本人の 友だちに 乗り

方を 教えて もらった。初めは こわかったが、今は すっかり な

れて せまい 道でも うまく 乗って いる。

*初
はじ

め : 처음

① 私は 初めから 自転車で 学校に 通った。

② 日本は 道が せまくて 自転車に 乗れない。

③ 私は 日本に 来る 前から 自転車に 乗って いた。

④ 友だちが 私に 自転車に 乗るのを 教えて くれた。

⑤ 私は 日本人の 友だちに 自転車を 買って もらった。

20. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 찾아 순서대로 

바르게 배열한 것은?

A : おなか すいた。これから            ？

B : いいよ。           ？

A : そばは どう？ 

近くに おいしい そば屋が あるんだけど……。

B : いいね。           。

<보 기>

a. なに 食べる

c. そこで 食べよう

b. 昼ごはん 食べない

① a - b - c ② a - c - b ③ b - a - c

④ b - c - a ⑤ c - a - b

21. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

① ごめんください ② よく できました

③ ごちそうさまでした ④ もうしわけありません

⑤ おせわに なりました

ちがってるね

それが いいかも！

こちらの おかし、

あと ふたつ 

ほしいんですが。

。

そちらは、もう それだけに

なって しまいまして。
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* 확인 사항

◦답안지의 해당란에 필요한 내용을 정확히 기입(표기)했는지 확인

하시오.

22. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

前田 : 小林さん、今度の 冬休み どこか

行きますか。

小林 : 北海道へ (a) が……。

前田 : あ、そうですか。いつごろですか。

小林 : クリスマスごろに (b) 。

前田 : それは 楽しみですね。

(a) (b)

① 行くようです なりそうです

② 行くようです なるそうです

③ 行くみたいです なるらしいです

④ 行く つもりです なりそうです

⑤ 行く つもりです なるそうです

23. 밑줄 친 부분과 의미가 가장 가까운 것은? [1점] 

A : いつも 音楽を 聞きながら 勉強してるけど、勉強できる？

B : その ほうが よく 覚えられるんだよ。

① 勉強しないで 音楽を 聞く。

② 音楽を 聞く 前に 勉強する。

③ 音楽を 聞いてから 勉強する。

④ 勉強した あとで 音楽を 聞く。

⑤ 勉強して いる 時に 音楽を 聞く。

24. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : そうじは もう 終わりましたか。

B : いいえ、まだ 。

① 終わります ② 終わって います

③ 終わって あります ④ 終わって いません

⑤ 終わりませんでした

25. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

① 借りて いい ② 貸して あげる ③ 借りて くれる

④ 借りて ほしい ⑤ 貸して やりたい

26. 빈칸에 공통으로 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점] 

◦うちの 犬は 散歩に 行き 。

◦弟は 国へ 帰り が、ひまが ありません。

① たいです ② でしょう ③ ましょう

④ ほしいです ⑤ たがって います

27. 밑줄 친 부분의 쓰임이 옳은 것만을 있는 대로 고른 것은?

a. コーヒーは 食事と いっしょで いいです。

b. 試験が 終わった 後には 映画を 見に 行きます。

c. ドアを 開けると ねこが 部屋の 中を 出て きました。

① b ② c ③ a, b ④ a, c ⑤ a, b, c

28. 글의 내용으로 보아 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

日本語では 自分の 両親に ついて 人に 話す とき、お父さん

の ことは 父、お母さんの ことは 母と 言った ほうが いい。

また、両親の ことを 説明する とき 尊敬語を 使っては いけない。

だから、「 」の ように 

言うのが 正しい。

*尊
そん

敬
けい

語
ご

：존경어

① 父は 今 留守に して おります。

② 父は お元気で いらっしゃいます。

③ 私の お母さんは 英語が お上手です。

④ 母は よく ケーキを お作りくださいます。

⑤ 父と 母は よく いっしょに お出かけに なります。

29. 빈칸 (a)～(c)에 들어갈 글자를 조합하여 만들 수 있는 낱말은?

◦前の 人を 押(a)ないで ください。

◦大切(b) 家族の ために がんばって います。

◦いつの 日か 大きく ゆめの 花を 咲(c)せましょう。

① 体 ② 魚 ③ 南 ④ 形 ⑤ 昔

30. 문장 표현이 옳지 않은 것은?

① そんな ことは 思っても みませんでした。

② 彼は もう 寝て しまったのかも しれない。

③ そんなに 疲れて いるなら 少し 休んだら どう？

④ 子どもって どこにでも 行って しまうから 危ないよね。

⑤ 彼に はじめて 会って すぐ 李さんだと わかるように なった。

ちょっと お手洗い ？

ええ、どうぞ。
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